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「牛乳に相談だ。」が品川女子学院とコラボ、

中3女子を対象に食育講座を開講！
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● 全7回の食育講座、
● 酪農家による講演や子牛とのふれあいも
「牛乳に相談だ。」キャンペーンは今年度で４年目迎

える。今年のキャンペーンのひとつとして、メーンタ

ーゲットである中高生に牛乳をより身近に感じてもら

うことを目的に、品川女子学院において「牛乳に相談

だ。」食育講座を開講した。品川女子学院では、将来

母親になる可能性のある生徒たちが食の大切さを理解

し、自らの食生活に主体的に関わるための食育を重視

しており、女子中学３年生・208人を対象に全７回

（期間：７月15日～11月19日）実施した。

７回にわたる講座では、家庭や学校給食で身近な存

在である牛乳を教材として、酪農家による体験学習な

どを通じ、食の価値の理解を図るとともに、同世代を

ターゲットとした「牛乳に相談だ。」キャンペーンで、

「同世代の女子が牛乳をもっと飲むためにはどうした

らよいのか？」、「牛乳の価値を再認識して理解しても

らうためにはどうしたらよいのか？」を生徒の目線で

考えた広告などの制作に挑戦し、「牛乳に相談だ。」品

川女子学院版コミュニケーション計画（牛乳に相談

だ！品女バージョン）を作り上げ、優秀な作品には実

際の広告に採用するという最終目標を掲げた。

第１回目は、中央酪農会議による日本の酪農と食料

についての講演のほか、DVDによる牧場での生活や

子牛の出産シーンの鑑賞会、東京・八王子市の酪農

家・磯沼正徳さんによる酪農の仕事や牧場の暮らしに

関する講話を行った。また、同校の体育館ではホルスタ

インとジャージーの子牛２頭への哺乳やブラッシング

がけをするなど牛とのふれあい体験学習を実施した。

● 健康や栄養における牛乳の役割を理解し、
● コミュニケーション戦略を考案
２学期から再開した２回目（10月８日）、３回目

（10月22日）の講座では、①牛乳を通した「食」の価

値、②思春期の女子の健康や栄養における牛乳の役割、

③中高生女子の牛乳の消費実態、④牛乳消費の最近の

動向と消費減少の社会的要因―などについて学んだ。

「牛乳に相談だ。」キャンペーンの一環として、中央酪農会議は今年7月から、東京都品川区の品川女子学院（漆紫

穂子校長）で、計7回の食育講座を開講した。講座では女子中学生に牛乳を身近に感じてもらうため、同校の中学

3年生208人が酪農体験学習や牛乳を通じた食の価値を学ぶとともに、キャンペーンのターゲット世代である生

徒の目線で考えた「牛乳に相談だ！品女バージョン」の広告制作に取り組んだ。

▲▼第1回食育講座の様子
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10月28日の４回目には、「牛乳に相談だ。」のコマー

シャルを担当している大手広告代理店・電通の澤本嘉

光シニア・クリエーティブ・ディレクターが、最終目

標である広告制作のポイントなどを説明し、「牛乳に

相談だ。」キャンペーンのコミュニケーション戦略な

どを学び、５回目（11月５日）、６回目（11月12日）

にかけて「牛乳に相談だ！品女バージョン」の制作作

業を行った。

● 最優秀作品はラジオCM2作品
● 来年1月にニッポン放送でCM放送
11月19日に開かれた最終回（７回目）の食育講座で

は、中学生が制作した広告の中から、ポスター５作品、

テレビコマーシャル１作品、ラジオＣＭ２作品、雑誌

広告１作品、プロモーションツール５作品の計14作品

が優秀作品に選ばれた。このうち、「品女バージョン」

の最優秀作品には、40秒のラジオＣＭ２作品（宇宙人

篇、婚約牛乳篇）が選ばれた。

優秀作品のうち、ポスター５作品は、品川女子学院

の最寄り駅である京急北品川駅と北品川商店街に掲出

されるほか、最優秀賞のラジオＣＭ２作品は来年１月

にニッポン放送で放送される予定。

審査講評した電通の澤本シニア・クリエーティブ・

ディレクターは、「正直に言って、こんなに良い作品

が出来るとは想像していなかったが、大変良い作品が

多かった。特に、ポスターのコピーの出来が素晴らし

く、優秀作品５作品を選ぶのが難しかった。最優秀作

品のラジオＣＭについては、作品を制作した２チーム

の皆さんに実際にスタジオで収録を体験してもらう」

と述べたほか、惜しくも優秀作品に漏れた一部の作品

を紹介して健闘をたたえた。

また、前田事務局長は、「今回の最優秀作品のラジ

オＣＭは来年１月にニッポン放送で放送される予定と

なっており、ターゲット世代が制作した作品の反響を

大変楽しみにしている。ＣＭの収録には一部の人しか

参加できないが、収録に参加する学生は品川女子学院

の代表として一生懸命取り組んでほしい」と述べ、品

女バージョンのラジオＣＭに期待を示した。

19日の最終回の講座では、優秀作品の発表や作品内

容の紹介の度に学生から大きな歓声が上がったほか、

最優秀作品を制作した学生たちがラジオＣＭを実演す

る場面もあるなど、「牛乳に相談だ。」の広告制作を通

じて牛乳をより身近に感じてもらう新たな試みは盛り

上がりのうちに幕を閉じた。

▲澤本シニア・クリエーティブ・ディレクター

▲ラジオCMを実演する中学生


